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② Ｋａｎａｇａｗａ-ken 

③ onisan 

④ zen’in 

⑤ sippo(shippo) 

^

① 真っ暗（まっくら） 

② 鳥取県（とっとりけん） 

③ お姉さん（おねえさん） 

④ 満員（まんいん） 

⑤ 二宮尊徳（にのみやそんとく） 



【付録⑤－３】ローマ字のきまり、覚えているかな？ 

◆のばす音（長音(ちょうおん)）は、「ｏｎｉ
＾

ｓａｎ」（おにいさん）

のように、ａ・ｉ・ｕ・ｅ・ｏの上に「^」をつけて書き表します。

◆つまる音（促音(そくおん)）は、「ｋｉｔｔｅ」（きって）のように、

次にくる音のはじめの文字を重ねて書き表します。 

◆はねる音（撥音(はつおん)）「ん（ｎ）」の次にａ・ｉ・ｕ・ｅ・ｏ

やｙがくるときは、読み間違えないように、「ｎ」の後に「‘」をつ

けます。 

例：「ｚｅｎｉｎ」→「ぜにん？」

「ｚｅｎ`ｉｎ」→「ぜんいん（全員）」

◆人名や地名を書くときは、初めの文字を大文字で書きます。（地名な

どは全部を大文字で書くことあります）また、言葉をつなぐしるし

として「-」をつけることもあります。 

例：Ｋａｎａｇａｗａ-ｋｅｎ（神奈川県） 

◆「し」や「ち」のように、書き方が二つあるものがあります。 

例：しき（四季）→「ｓｉｋｉ」 「ｓｈｉｋｉ」     

まち（町）→「ｍａｔｉ」 「ｍａｃｈｉ」 

    つき（月）→「ｔｕｋｉ」 「ｔｓｕｋｉ」     

ふく（服）→「ｈｕｋｕ」 「ｆｕｋｕ」 

・［ ］の中の書き方も使うことができます。 

・（ ）は前に一度出ているものでかさねて出しているものです。 

《ローマ字表》 

ア段 イ段 ウ段 エ段 オ段
大文字 Ａ Ｉ Ｕ Ｅ Ｏ
小文字 ａ ｉ ｕ ｅ ｏ

あ い う え お
ａ ｉ ｕ ｅ ｏ

Ｋ か き く け こ きゃ きゅ きょ
ｋ ｋａ ｋｉ ｋｕ ｋｅ ｋｏ ｋｙａ ｋｙｕ ｋｙｏ
Ｓ さ し す せ そ しゃ しゅ しょ
ｓ ｓａ ｓｉ ｓｕ ｓｅ ｓｏ ｓｙａ ｓｙｕ ｓｙｏ

［ｓｈｉ］ ［ｓｈａ］ ［ｓｈｕ］ ［ｓｈｏ］
Ｔ た ち つ て と ちゃ ちゅ ちょ
ｔ ｔａ ｔｉ ｔｕ ｔｅ ｔｏ ｔｙａ ｔｙｕ ｔｙｏ

［ｃｈｉ］ ［ｔｓｕ］ ［ｃｈａ］ ［ｃｈｕ］ ［ｃｈｏ］
Ｎ な に ぬ ね の にゃ にゅ にょ
ｎ ｎａ ｎｉ ｎｕ ｎｅ ｎｏ ｎｙａ ｎｙｕ ｎｙｏ
Ｈ は ひ ふ へ ほ ひゃ ひゅ ひょ
ｈ ｈａ ｈｉ ｈｕ ｈｅ ｈｏ ｈｙａ ｈｙｕ ｈｙｏ

［ｆｕ］
Ｍ ま み む め も みゃ みゅ みょ
ｍ ｍａ ｍｉ ｍｕ ｍｅ ｍｏ ｍｙａ ｍｙｕ ｍｙｏ
Ｙ や （い） ゆ （え） よ
ｙ ｙａ ｉ ｙｕ ｅ ｙｏ
Ｒ ら り る れ ろ りゃ りゅ りょ
ｒ ｒａ ｒｉ ｒｕ ｒｅ ｒｏ ｒｙａ ｒｙｕ ｒｙｏ
Ｗ わ （い） （う） （え） を ん
ｗ ｗａ ｉ ｕ ｅ ｗｏ ｎ
Ｇ が ぎ ぐ げ ご ぎゃ ぎゅ ぎょ
ｇ ｇａ ｇｉ ｇｕ ｇｅ ｇｏ ｇｙａ ｇｙｕ ｇｙｏ
Ｚ ざ じ ず ぜ ぞ じゃ じゅ じょ
ｚ ｚａ ｚｉ ｚｕ ｚｅ ｚｏ ｚｙａ ｚｙｕ ｚｙｏ

［ｊｉ］ ［ｊａ］ ［ｊｕ］ ［ｊｏ］
Ｄ だ ぢ づ で ど ぢゃ ぢゅ ぢょ
ｄ ｄａ （ｚｉ） （ｚｕ） ｄｅ ｄｏ （ｚｙａ） （ｚｙｕ） （ｚｙｏ）

［ｄｉ］ ［ｄｕ］ ［ｄｙａ］ ［ｄｙｕ］ ［ｄｙｏ］
Ｂ ば び ぶ べ ぼ びゃ びゅ びょ
ｂ ｂａ ｂｉ ｂｕ ｂｅ ｂｏ ｂｙａ ｂｙｕ ｂｙｏ
Ｐ ぱ ぴ ぷ ぺ ぽ ぴゃ ぴゅ ぴょ
ｐ ｐａ ｐｉ ｐｕ ｐｅ ｐｏ ｐｙａ ｐｙｕ ｐｙｏ

ガ行

ザ行

ダ行

バ行

パ行

ナ行

ハ行

マ行

ヤ行

ラ行

ワ行

ア行

カ行

サ行

タ行


